中世における往生の「証」について by 笹田, 教彰
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こ
の
問
題
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を
U
9
>
を
例
に
検
索
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
e
k
a
m
sa
m
a
y
a
m
v
o
l.
I
p
.
4
2
7
e
k
a
sm
im
h
i
sa
m
a
y
e
v
ol.
II
I
p
.
16
3
,
1
9
9
,
2
6
4
,
3
14
,
3
8
8
,
v
o
l.
IV
p
.
15
,
1
9
2
,
2
3
2
ek
a
sm
im
h
i
d
iv
a
se
v
o
l.
III
p
.
4
10
e
k
a
sm
im
k
ir
a
d
iv
a
se
v
o
1.
IV
p
.9
e
k
a
sm
im
k
ira
k
�
le
v
o
1.
IV
p
.5
3
Q
D
A
v
o
l.
I
p
p
.
3
2
～
。。
取
意
。
⑥
森
祖
道
『
パ
ー
リ
仏
教
註
釈
文
献
の
研
究
』
山
喜
房
、
昭
和
五
九
年
、
二
六
三
頁
参
照
。
Q
K
a
cc
�
y
a
n
a
-p
a
k
ar
a
n
a
(e
d
.b
y
E
.S
e
n
ar
t,
J
A
,
P
a
r
is
,
18
7
1
)
C
h
p
.
II
I
2
-
6
-
2
8
,
2
-
6
-
4
7
で
は
そ
れ
ぞ
れ
諺
。
と
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o
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が
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�
la
を
示
す
場
合
の
格
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
解
説
す
る
。
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g
h
o
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の
理
解
と
等
し
い
。
中
世
に
お
け
る
往
生
の
「
証
」
に
つ
い
て
笹
田
教
彰
鎌
倉
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
無
住
の
『
沙
石
集
』
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
説
話
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
高
野
ノ
遁
世
聖
共
、
臨
終
ス
ル
時
、
同
法
ヨ
リ
ア
ヒ
テ
評
定
ス
ル
ニ
ハ
、
ヲ
ボ
ロ
ゲ
ニ
往
生
ス
ル
人
ナ
シ
ト
云
リ
。
或
時
、
端
座
合
掌
シ
、
念
仏
唱
ヘ
テ
引
キ
入
タ
ル
僧
有
リ
ケ
リ
。
是
レ
コ
ソ
一
定
ノ
往
生
人
ヨ
ト
沙
汰
シ
ケ
ル
。
或
ル
上
人
ハ
、
是
レ
ヲ
モ
往
生
ト
定
メ
ガ
タ
シ
。
其
故
ハ
、
実
二
来
迎
二
預
リ
往
生
ス
ル
程
ノ
者
ハ
、
日
此
ア
シ
カ
ラ
ン
面
モ
心
地
ヨ
キ
気
色
ナ
ル
ベ
キ
ニ
、
眉
ス
ヂ
、
ガ
ヒ
テ
物
ス
サ
マ
ジ
ゲ
ナ
ル
面
ザ
シ
也
。
魔
道
二
入
リ
ヌ
ル
ニ
ヤ
ト
ゾ
申
サ
レ
ケ
ル
。
高
年
,
後
二
、①
人
二
託
シ
テ
、
魔
道
二
落
タ
ル
由
語
リ
侍
リ
ケ
リ
。
彼
・
上
人
カ
シ
コ
ク
見
ト
ガ
メ
ラ
レ
ケ
リ
。
あ
る
時
、
高
野
の
遁
世
聖
の
な
か
に
、
端
座
合
掌
し
、
念
仏
を
唱
え
な
が
ら
息
を
引
き
取
っ
た
僧
侶
が
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
僧
侶
が
確
か
に
往
生
を
遂
げ
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
判
断
が
別
れ
た
の
で
あ
る
。
「
端
座
合
掌
シ
念
仏
唱
ヘ
テ
引
キ
入
」
と
い
う
臨
終
の
様
に
、
往
生
の
「証
」
を
見
、
「
一
定
ノ
往
生
」
と
評
定
さ
れ
た
も
の
の
、
あ
る
上
人
(
広
本
系
諸
本
で
は
「
木
旗
ノ
恵
心
坊
上
人
」
と
す
る
。
)
は
、
本
当
の
来
迎
に
預
か
っ
た
の
な
ら
ば
、
「眉
ス
ヂ
・
ガ
ヒ
テ
物
ス
サ
マ
ジ
ゲ
ナ
ル
面
サ
ジ
」
と
い
う
悪
相
を
現
ず
る
は
ず
が
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
「
往
生
ト
定
メ
ガ
タ
シ
」
と
い
う
判
断
を
下
し
た
の
で
あ
る
。
結
果
は
、
後
者
の
判
断
が
正
し
か
っ
た
わ
け
で
、
当
の
僧
侶
は
魔
道
に
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
本
当
の
来
迎
に
預
か
れ
ば
、
「
日
此
ア
シ
カ
ラ
ン
面
モ
、
心
地
ヨ
キ
気
色
ナ
ル
ベ
キ
」
で
あ
る
と
い
う
、
臨
終
時
の
形
相
に
関
心
が
よ
せ
ら
れ
て
い
る
点
は
興
味
深
い
が
、
そ
の
背
後
に
は
、
往
生
の
「証
」
を
め
ぐ
る
深
刻
な
問
題
が
存
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
し
て
や
世
俗
を
離
れ
、
往
生
浄
土
の
行
を
旨
と
し
て
い
る
遁
世
の
聖
た
ち
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
往
生
の
素
懐
を
遂
げ
る
た
め
の
身
心
の
準
備
は
で
き
て
い
た
は
ず
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
で
は
、
端
座
合
掌
し
、
念
仏
し
て
終
わ
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
が
決
定
往
生
の
「
証
」
と
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
よ
う
な
同
法
の
臨
終
の
様
(
往
生
の
可
否
)
に
対
す
る
凝
視
が
、
「
ヲ
ボ
ロ
ゲ
ニ
往
生
ス
ル
人
ナ
シ
」
1
つ
ま
り
、
往
生
は
並
々
の
こ
と
で
は
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
と
い
う
共
通
の
認
識
を
形
成
さ
せ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
往
生
浄
土
の
素
懐
を
遂
げ
る
と
い
う
こ
と
は
、
容
易
な
ら
ざ
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
慶
滋
保
胤
の
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
を
嚆
矢
と
し
て
、
『
続
本
朝
往
生
伝
』
・
14
『
拾
遺
往
生
伝
』
・
『
後
拾
遺
往
生
伝
』
・
『
三
外
往
生
伝
』
・
『
本
朝
新
修
往
生
伝
』
と
、
平
安
中
末
期
に
順
次
編
纂
さ
れ
た
『
往
生
伝
』
は
、
中
世
に
な
る
と
一
二
の
例
外
を
除
い
て
ま
っ
た
く
作
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
種
々
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ぽ
西
口
順
子
史
は
、
前
記
六
種
の
『
往
生
伝
』
の
記
述
内
容
を
分
析
し
、
そ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
「臨
終
行
儀
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
中
心
は
奇
瑞
と
夢
告
で
あ
っ
た
。
」
と
判
断
し
た
う
え
で
、
中
世
に
お
け
る
法
然
・
親
鸞
・
一
遍
の
登
場
に
よ
っ
て
、
決
定
往
生
の
証
で
あ
っ
た
奇
瑞
は
不
必
要
と
な
り
、
「浄
土
教
に
お
け
る
奇
瑞
が
問
題
の
対
象
か
ら
は
ず
さ
れ
た
の
は
、
〈
信
〉
が
往
生
の
き
め
て
と
な
り
、
さ
ら
に
〈
信
不
信
を
と
わ
ず
〉
救
済
さ
れ
る
の
で
あ
る
と
い
う
確
信
の
成
立
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
中
世
往
生
伝
類
が
ほ
と
ん
ど
作
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
②
う
。」
と
結
論
さ
れ
た
。
ま
た
池
見
澄
隆
氏
は
、
「
〈
往
生
伝
〉
な
る
書
名
の
著
作
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
た
だ
ち
に
往
生
伝
的
な
世
界
に
対
す
る
期
待
や
要
請
が
ゼ
ロ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
意
③
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
」
と
い
う
問
い
を
掲
げ
、
近
世
に
再
び
『
往
生
伝
』
類
が
編
纂
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
ま
で
も
視
野
に
含
め
ら
れ
た
う
え
で
、
法
然
の
「
善
知
識
に
あ
は
ず
と
も
、
臨
終
お
も
ふ
様
な
ら
ず
と
も
、
念
仏
申
さ
ぽ
往
生
す
べ
し
。
」
と
い
う
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
思
想
的
な
立
場
が
、
「往
生
伝
の
撰
述
意
図
1
い
か
に
し
て
正
念
に
住
し
、
い
か
な
る
来
迎
(
奇
瑞
)
を
得
た
か
④
1
そ
の
も
の
を
軽
視
す
る
も
の
で
あ
」
り
、
「
臨
終
行
儀
の
意
義
を
下
落
さ
せ
る
の
に
じ
ゅ
う
ぶ
0
ん
で
あ
っ
た
」
と
さ
れ
、
「論
拠
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
の
明
確
か
つ
強
力
な
方
向
づ
け
が
法
然
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
が
、
〈
往
生
伝
〉
の
書
名
を
も
つ
文
献
が
つ
く
ら
れ
な
く
な
っ
た
、
も
っ
と
も
⑥
大
き
な
要
因
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
」
と
結
論
さ
れ
て
い
る
。
両
氏
の
見
解
を
比
較
し
た
場
合
、
中
世
に
往
生
伝
が
作
ら
れ
な
く
な
っ
た
理
由
を
、
1
奇
瑞
を
不
必
要
な
も
の
と
し
、
「平
安
浄
土
教
的
臨
終
観
を
く
つ
が
え
す
」
1
新
た
な
論
理
の
出
現
に
求
め
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
揆
を
一
に
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
池
見
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
法
然
の
門
下
に
お
い
て
さ
え
、
師
法
然
の
思
想
(臨
終
観
)
は
、
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
た
と
0
は
い
え
ず
、
ま
た
『
法
然
上
人
伝
記
』
(
『
九
巻
伝
』
)
や
『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
専
修
念
仏
者
の
伝
記
や
、
あ
る
い
は
、
『
発
心
集
』
や
『沙
石
集
』
と
い
っ
た
、
中
世
の
仏
教
説
話
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
往
生
譚
の
な
か
に
は
、
平
安
時
代
の
往
生
伝
的
世
界
(
臨
終
正
念
に
よ
る
往
生
へ
の
希
求
)
が
、
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
冒
頭
に
掲
げ
た
説
話
の
内
容
(
臨
終
の
悪
相
1
入
魔
道
)
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
「
臨
終
お
も
ふ
様
な
ら
ず
と
も
、
念
仏
申
さ
ば
往
生
す
べ
し
。
」
と
い
う
、
法
然
に
ょ
っ
て
示
さ
れ
た
救
済
の
論
理
が
、
十
分
に
受
容
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
俄
に
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
中
世
に
往
生
伝
が
作
ら
れ
な
く
な
っ
た
理
由
は
、
一
方
で
は
、
確
か
に
両
氏
の
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
、
新
た
な
論
理
の
出
現
が
そ
の
一
契
機
を
な
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
現
実
の
レ
ベ
ル
で
は
、
冒
頭
に
掲
げ
た
説
話
の
内
容
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
臨
終
正
念
や
種
々
の
奇
瑞
と
い
っ
た
往
生
の
確
証
が
、
確
証
た
り
え
な
く
な
り
、
『
往
生
伝
』
が
示
し
得
た
往
生
者
の
規
範
が
規
範
た
り
え
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
状
況
が
存
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
同
じ
く
『
沙
石
集
』
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
説
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
中
比
、
ナ
ニ
カ
シ
ノ
宰
相
ト
カ
ヤ
聞
ヘ
シ
、
才
覚
モ
優
二
賢
人
ノ
ヲ
ボ
へ
有
リ
ケ
ル
人
、
出
家
シ
テ
高
野
山
二
隠
居
シ
、
念
仏
ノ
行
ヲ
ム
ネ
ト
シ
テ
、
真
言
ナ
ソ
ド
モ
伺
ヒ
テ
、
道
心
者
ノ
聞
有
ケ
リ
。
平
生
ノ
願
二
、
最
後
ノ
時
、
念
仏
ノ
数
返
ハ
時
ニ
ョ
ル
ベ
シ
。
正
ク
最
後
ノ
十
念
ヲ
。ハ
、
ノ
ド
カ
ニ
、
心
ヲ
ス
マ
シ
テ
唱
へ
、
第
十
ノ
念
仏
一
返
ヲ
バ
、
殊
二
声
打
チ
上
、
思
ヒ
入
レ
テ
ノ
ビ
ー
ト
申
テ
、
軈
テ
引
キ
入
ラ
バ
ヤ
ト
念
願
メ
、
願
ノ
如
ク
、
少
シ
モ
不
レ
違
ハ
、
念
仏
シ
テ
息
絶
ニ
ケ
リ
。
其
後
一
両
年
有
テ
、
同
法
ノ
僧
、
物
狂
ハ
シ
ク
ロ
走
リ
テ
、
様
々
ノ
事
云
ヲ
聞
ヶ
バ
、
彼
入
道
ノ
霊
也
。
ス
ガ
タ
コ
ト
バ
ザ
シ
少
シ
モ
タ
ガ
ハ
ズ
。
同
法
共
思
ハ
ズ
ニ
覚
ヘ
テ
、
御
臨
終
目
出
カ
リ
シ
カ
バ
、
決
定
ノ
御
往
生
ト
コ
ソ
、
心
安
ク
思
ア
ヘ
ル
ニ
、
何
カ
ナ
ル
御
事
ニ
テ
、
カ
ク
ハ
御
座
ゾ
ト
云
ヘ
バ
、
年
来
思
ソ
、ミ
願
シ
事
ニ
テ
、
十
念
ハ
セ
シ
カ
ド
モ
、
妄
念
ノ
残
リ
テ
往
生
モ
シ
ソ
コ
ナ
ヒ
ヌ
ル
也
。
其
故
ハ
、
当
世
ノ
御
マ
ッ
リ
ゴ
ト
ノ
濁
レ
ル
事
、
常
二
心
ニ
カ
・
リ
テ
、
我
レ
其
ノ
官
二
有
テ
、
其
ノ
事
ヲ
引
キ
直
サ
バ
、
サ
リ
ト
モ
是
程
ノ
事
ハ
ア
ラ
ジ
ナ
ン
ド
、
用
ナ
キ
事
、
ヤ
・
モ
ス
レ
バ
心
ノ
中
.バ
カ
リ
ニ
、
人
シ
レ
ズ
思
ハ
レ
シ
妄
執
忘
レ
ガ
タ
ク
シ
テ
、
カ
・
ル
ヨ
シ
ナ
キ
道
二
入
レ
リ
ト
ゾ
語
リ
ケ
ル
。
こ
の
説
話
に
関
し
て
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
第
一
に
、
こ
の
宰
相
の
臨
終
が
か
ね
て
よ
り
の
願
と
寸
分
た
が
わ
ず
、
念
仏
(
最
後
の
十
念
)
の
う
ち
に
終
わ
っ
て
お
り
、
同
法
た
ち
が
「
御
臨
終
目
出
カ
リ
シ
カ
バ
、
決
定
ノ
御
往
生
ト
コ
ソ
、
心
安
ク
」
思
っ
て
い
た
と
語
っ
て
い
る
こ
と
ー
つ
ま
り
、
宰
相
の
臨
終
の
様
相
は
、
そ
れ
を
看
取
っ
た
第
三
者
に
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
決
定
往
生
の
「証
」
で
あ
る
と
受
け
取
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
こ
の
宰
相
が
魔
道
に
落
ち
た
理
由
は
、
妄
念
に
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
が
「
ヤ
・
モ
ス
レ
ハ
心
ノ
中
バ
カ
リ
ニ
、
人
シ
レ
ズ
⑧
思
ハ
レ
」
て
い
た
と
い
う
こ
と
1
換
言
す
れ
ば
、
当
事
者
以
外
に
は
知
り
得
な
い
「
心
ノ
中
」
が
魔
道
へ
導
く
結
果
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
説
話
か
ら
は
、
平
安
時
代
の
『
往
生
伝
』
が
示
し
て
き
た
、
往
生
の
「証
」
が
、
も
は
や
「
証
」
た
り
得
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
よ
う
。
無
住
自
身
、
こ
の
「
ナ
ニ
カ
シ
ノ
宰
相
」
が
魔
道
に
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
解
釈
を
与
え
て
い
る
。
世
ヲ
捨
テ
、
深
キ
山
ニ
ス
ミ
、
実
ノ
道
二
入
レ
ド
モ
、
思
ヒ
ソ
ミ
ヌ
ル
妄
念
ハ
、
捨
テ
ガ
タ
キ
ニ
コ
ソ
。
マ
シ
テ
塵
労
ノ
中
ニ
シ
テ
、
心
ニ
ゴ
リ
、
妄
縁
二
対
着
セ
バ
、
道
二
遠
カ
ラ
ン
事
無
レ
疑
ヒ
。
サ
シ
モ
賢
人
道
心
有
リ
ト
聞
ヘ
シ
上
、
其
ノ
執
心
モ
、
世
ノ
為
、
人
ノ
為
、
利
生
ノ
一
分
ニ
テ
モ
有
リ
ヌ
ベ
シ
。
ア
ナ
ガ
チ
ニ
罪
有
ル
ベ
シ
ト
モ
覚
ヘ
ネ
ド
モ
、
実
ノ
道
二
入
ル
時
ハ
、
法
執
ト
テ
、
仏
法
ヲ
愛
ス
ル
マ
デ
モ
道
ノ
障
リ
也
。
マ
シ
テ
夢
幻
ノ
世
ノ
マ
ツ
リ
ゴ
ト
、
15
心
ニ
カ
ク
ル
ニ
モ
タ
ヘ
ヌ
事
ヲ
、
常
ハ
思
ヒ
ツ
ぐ
ケ
ン
。
イ
ヵ
デ
観
念
ノ
心
モ
乱
レ
ザ
ラ
ソ
。
念
仏
ノ
サ
マ
タ
ゲ
ニ
モ
成
ル
ベ
シ
。
無
レ
由
道
二
入
リ
ナ
ン
事
モ
コ
ト
ハ
リ
也
。
サ
レ
バ
人
ノ
臨
終
ハ
知
リ
ガ
タ
キ
物
也
。
ヘ
へ
「
賢
人
道
心
有
リ
」
と
い
う
「
聞
へ
」
が
あ
ろ
う
と
も
、
「
御
臨
終
日
出
」
た
し
と
思
わ
れ
て
い
よ
う
と
も
、
第
三
者
に
は
お
し
は
か
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
心
ノ
中
」
(1
妄
念
)
が
、
不
往
生
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
と
い
う
現
実
を
前
に
し
て
、
「
人
ノ
臨
終
ハ
知
リ
ガ
タ
キ
物
也
。」
と
い
う
無
住
の
述
懐
に
は
、
「
往
生
不
定
」
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
無
住
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
高
野
二
有
リ
ケ
ル
古
上
人
ハ
、
弟
子
ア
レ
バ
、
往
生
ハ
セ
ン
ズ
ラ
ン
、
後
世
コ
ソ
ヲ
ソ
ロ
シ
ヶ
レ
ト
云
ケ
ル
。
子
息
弟
子
ナ
ン
ド
ハ
父
母
師
長
ノ
臨
終
ノ
ア
シ
キ
ヲ
モ
、
有
リ
ノ
マ
・
二
云
ン
モ
カ
ワ
ユ
ク
覚
ユ
ル
ガ
ニ
テ
、
ヨ
キ
様
二
云
ヒ
ナ
ス
、
由
無
キ
事
也
。
ア
シ
ク
ハ
有
リ
ノ
マ
・
二
云
テ
、
我
モ
丁
寧
二
訪
ヒ
、
ヨ
ソ
マ
デ
モ
哀
レ
ミ
ト
ブ
ラ
ワ
ソ
コ
ソ
、
亡
魂
ノ
助
ス
カ
ル
因
縁
ト
モ
成
ル
ベ
ケ
レ
、
末
代
ハ
多
ク
往
生
ト
ノ
ミ
云
ピ
ア
ヘ
リ
。
つ
ま
り
こ
の
箇
所
で
は
、
あ
る
高
野
の
上
人
が
、
弟
子
た
ち
が
い
れ
ぽ
、
往
生
は
す
る
だ
ろ
う
(
自
分
た
ち
の
師
匠
は
立
派
な
往
生
を
遂
げ
た
と
言
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
)
が
、
(
実
の
と
こ
ろ
は
魔
道
に
堕
ち
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
)
後
世
こ
そ
お
そ
ろ
し
い
の
で
あ
る
、
と
語
っ
た
こ
と
を
う
け
て
、
無
住
は
、
子
息
や
弟
子
た
ち
が
い
れ
ぽ
、
自
分
た
ち
の
父
母
や
師
匠
が
、
た
と
え
臨
終
に
悪
相
を
現
じ
て
終
わ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
あ
り
の
ま
ま
に
伝
え
る
の
が
恥
ず
か
し
く
て
、
目
出
た
き
往
生
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
繕
っ
て
言
う
の
は
い
わ
れ
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
悪
相
を
現
じ
た
の
な
ら
ぽ
、
そ
れ
を
あ
り
の
ま
ま
に
言
っ
て
、
自
ら
を
し
て
、
ま
た
他
を
し
て
追
善
供
養
を
す
る
方
が
、
亡
者
の
助
か
る
因
縁
と
な
る
の
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
「
末
代
ハ
多
ク
往
生
ト
ノ
ミ
云
ピ
ア
ヘ
リ
。
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
た
と
え
臨
終
を
看
取
っ
た
も
の
が
、
口
々
に
往
生
を
遂
げ
た
と
は
言
っ
て
も
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
、
そ
の
当
事
老
に
し
か
わ
か
ら
な
い
の
⑨
で
あ
る
と
い
う
事
実
が
、
こ
こ
で
も
示
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
平
安
時
代
に
作
ら
れ
た
各
種
の
『往
生
伝
』
は
、
往
生
人
の
平
生
の
行
業
を
記
し
、
臨
終
の
様
な
ら
び
に
様
々
な
奇
瑞
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
平
生
の
行
業
が
必
ず
し
も
決
定
往
生
を
約
束
せ
ず
、
ま
た
臨
終
を
看
取
る
第
三
者
に
よ
っ
て
感
得
さ
れ
た
往
生
の
「
証
」
が
、
「
証
」
た
り
得
な
い
現
実
を
前
に
し
て
は
、
『往
生
伝
』
編
纂
の
意
図
は
泡
沫
に
帰
さ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
中
世
に
お
い
て
『
往
生
伝
』
と
名
の
つ
く
書
物
が
作
ら
れ
な
く
な
っ
た
理
由
の
一
つ
に
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
が
存
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
註
①
京
都
大
学
蔵
『
沙
石
集
』
巻
九
。
以
下
の
引
用
は
す
べ
て
こ
の
写
本
に
よ
る
。
な
お
、
本
文
の
引
用
に
際
し
て
は
、
漢
字
の
一
部
を
現
行
の
も
の
に
改
め
、
句
読
点
な
ら
び
に
清
濁
は
任
意
に
施
し
た
。
ま
た
「
上
へ
」
の
「
へ
」
等
、
一
部
の
送
り
仮
名
を
省
略
し
た
。
②
西
口
順
子
氏
「浄
土
願
生
者
の
苦
悩
ー
往
生
伝
に
お
け
る
奇
瑞
と
夢
告
-
」
『往
生
伝
の
研
究
』
所
収
。
③
④
⑤
⑥
池
見
澄
隆
氏
「
救
済
か
ら
葬
送
へ
」
『
日
本
人
の
仏
教
』
6
「
仏
教
の
歩
ん
だ
道
H
」
所
収
。
⑦
大
橋
俊
雄
氏
「
九
巻
伝
に
お
け
る
往
生
伝
と
往
生
論
」
『
仏
教
論
叢
』
第
30
号
所
収
。
⑧
た
と
え
ぽ
『
沙
石
集
』
に
は
、
「
常
州
二
、
真
壁
ノ
敬
仏
房
ト
テ
、
明
遍
ノ
僧
都
ノ
弟
子
ニ
テ
、
道
心
者
ト
聞
ヘ
シ
高
野
聖
也
ケ
リ
。
人
ノ
臨
終
ヲ
ヨ
シ
ト
云
フ
モ
、
イ
ザ
心
ノ
中
シ
ラ
ズ
ト
ゾ
云
ケ
ル
。
」
と
あ
り
、
こ
こ
で
も
「
心
ノ
中
」
が
往
生
の
可
否
を
左
右
す
る
も
の
と
し
て
問
題
視
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
『
発
心
集
』
(
新
潮
日
本
古
典
集
成
本
)
巻
三
の
八
「蓮
華
城
、
入
水
の
事
」
に
は
、
「終
り
正
念
に
て
罷
り
か
く
れ
ん
事
、
極
ま
れ
る
望
み
に
て
侍
る
を
、
心
の
澄
む
事
、
入
水
し
て
終
り
取
ら
ん
」
と
思
い
た
っ
た
蓮
華
城
と
い
う
聖
が
、
い
ざ
水
に
入
ら
ん
と
し
た
時
に
、
「
口
惜
し
と
思
ひ
し
一
念
に
よ
」
っ
て
、
「す
ず
う
な
る
道
」
(
"
魔
道
)
に
堕
ち
て
し
ま
っ
た
話
を
記
し
た
あ
と
、
そ
れ
を
宿
業
で
あ
っ
た
と
し
な
が
ら
も
、
「
人
の
心
は
か
り
が
た
き
物
な
れ
ぽ
、
必
ず
し
も
清
浄
・
質
直
の
心
よ
り
も
お
こ
ら
ず
。
或
い
は
勝
他
名
聞
に
住
し
、
或
い
は
僑
慢
・
嫉
妬
を
も
と
と
し
て
、
愚
か
に
、
身
燃
・
入
海
す
る
は
浄
土
に
生
ま
る
る
ぞ
と
ぼ
か
り
知
り
て
、
心
を
は
や
る
ま
ま
に
、
か
よ
う
の
行
を
思
ひ
立
つ
事
し
侍
り
な
ん
。」
と
し
、
さ
ら
に
「諸
々
の
行
ひ
は
、
皆
我
が
心
に
あ
り
。
み
つ
か
ら
勤
め
て
、
み
つ
か
ら
知
る
べ
し
。
よ
そ
に
は
は
か
ら
ひ
が
た
き
事
な
り
。
」
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
『
沙
石
集
』
と
は
若
干
異
な
る
が
、
外
面
的
な
行
業
よ
り
も
、
心
の
あ
り
ょ
う
(
「
心
ノ
中
」
)
こ
そ
を
重
視
す
る
立
場
が
、
窺
え
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
『
閑
居
友
』
や
、
明
恵
の
思
想
な
ど
と
も
相
通
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
中
世
的
な
特
質
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
⑨
た
と
え
ば
、
高
木
豊
氏
は
、
叡
尊
の
遺
文
の
な
か
の
一
節
「
稟
承
嫡
々
行
者
多
堕
在
魔
道
、
猶
如
身
子
。
将
非
魔
作
仏
悩
乱
我
心
耶
。
已
経
年
月
未
生
決
智
」
を
引
用
し
て
、
「稟
承
嫡
々
行
者
と
い
え
ど
も
魔
道
に
堕
在
す
る
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
疑
問
を
叡
尊
は
長
い
間
抱
き
続
け
て
い
た
の
で
あ
」
り
、
そ
れ
は
す
ぐ
れ
た
稟
承
嫡
々
の
行
者
た
ち
に
、
往
生
の
証
と
さ
れ
た
臨
終
正
念
や
瑞
相
が
な
く
、
む
し
ろ
逆
に
臨
終
散
乱
や
悪
相
が
あ
っ
た
こ
と
を
見
続
け
た
た
め
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
(
高
木
豊
氏
「鎌
倉
仏
教
に
み
る
変
革
と
伝
統
」
『
鎌
倉
仏
教
史
研
究
』
所
収
。)
す
ぐ
れ
た
行
者
が
何
故
往
生
で
き
ず
に
魔
道
に
堕
ち
て
し
ま
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
1
真
の
往
生
に
対
す
る
不
安
は
、
無
住
ひ
と
り
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
